













年（一八二四）七月二日に生れた。幼名四郎次郎、母は杉本氏の女である。 （名は、イノ。この時代は、夫婦別姓だったため、系図上では、こういう表記になっている。 ）天明五年（一七八五）十月晦日生れの父はこの時四十歳、食禄百五十石で譜 の世臣であった。
  文化十二
年（一八一五）八月廿五日生れの兄伴助胤昌と二人の姉があり のちに弟三郎胤家が生まれている。いずれも同母であるが、兄胤昌は、二人の姉の間に生まれており、 人兄弟とはいえかなり大きな年齢の差がある。年齢の近い兄弟姉妹の関係とは少し異なる関係が彼の生育環境にはあった である。
彼は何時の頃からか、秋月を名乗っている。不思議なことに弟三郎
も秋月を名乗っており、丸山 は嗣子胤昌以外の男子 新しい姓を名乗っている。この当時、会津藩ではこ した事例が許されて たのであろうが、非常 珍しいことと云えるだろう。養子になるなど既存の藩士の家である秋月家を継いだわけではな から、彼の藩内で 身分は、相変わらず丸山家の居候という位置づけである こうした武士家庭の二、 三男は 他の藩と同じように諸生と呼ばれる。後年のことであるが 松平容保 京都守護職に任命され、長 修学期間を終え彼が表舞台に出てきた頃は 兄が亡くな ていて、兄の子が家督相続していたから、 「丸山五八郎叔
父
注１」と紹介されている。藩外の人達か





二十三年四月、悌次郎は、自分 人生の途上で出会い愛用した十振の刀剣に即し 「刀史」という文章を書いた。その中の第二に「追遠刀」がある。彼の幼年時代、父親は会津の刀匠中条陸奥守道辰と親しかった。いつも飲酒歓談し、刀を幾振りも作らせ 際何度も鍛え直させ時には刑人の試し切りをさせた。追遠刀はそのうち 一振りで、天保二（一八三一） 作である。この刀は天保十三年彼が江戸に遊学する際父が授けてくれたものだとある。刀匠 その顧客である武士との私的な交流の様子を物語るエピソードで 武士 家庭 雰囲気が分かる。ただし、先 も述べたように彼は嫡男ではない上に、江戸に出たときには でに秋月姓になっている で、どういう形で丸山家にいたのかは分からない。
会津藩は身分制度が厳格で、羽織の紐、襟の布の色 身分に応じて











棄て御免のごと 伝うるも あるも、はなはだしき誤り り。かるものは浪人の成れの果てか、やくざに類するものにて、武士一般を語るものにあらず。　
金銭につきても、きびしき心得ありて、自ら手にすることを許








完成した、敷地約八千坪、建物の面積四千坪、入門から専門的内容まで文武両道の教育を施す総合教育施設である。命名 由来は、 『書経』湯盤銘の「日日新而又日新」 、 『易経』の「聖徳謂之日新」という言葉に基づいている。講堂の大成殿を中心 左右に教場があり、講堂の背後に武場を設けて、弓馬剣槍 教えた。中庭には大きな池を掘っ 水練、游泳術を教える。教場には五経に因んだ 尚書塾、三礼塾 毛詩塾、二経塾という名がつけられており、そ 外に東西書学寮・和学神道雅楽方・医学寮・礼式算術天文方・神道和学方の教室も設置 ていた。入り口には大鼓 吊るし、生徒の登下校は べてこの太鼓よってなされた。会津の儒学は、藩祖保科正之が山崎闇斎を師として以来、純然たる
朱子学の
崎門学派の伝統を受け継いでいた。日新館が
整備された当時は、家老田中玄宰の肝煎りで招聘した荻生徂徠派の古屋昔陽の教学により、徂徠派の古学が藩学 中心となった 、七代容衆の代になると藩祖正之以来の朱子学へ 回帰が提唱され、文化七年（一八一〇）には正式に昔陽が唱導した古学は排除された。藩法では、才能のあるものは、二
･ 三男であっても取り立てられることがある一








じく藩校日新館に入り尚書塾に学ぶこととなった。尚書は、四書五経の一つ書経のことである。塾で野村政記の教えを受け、藩儒であった安部井弁之助や宗川勇之進からは間接的な指導を受け 彼が学んだのは朱子学の新註で、学が進むと幕府の法令・通達 藩制について学んだ。修身斉家治国平天下 いうのは、いわば為政者の治世道徳の理念である。儒教の根幹である治世理念を、現実の 治にどのよう 当てはめ運用するか、という観点がはっきり見えてくる選択と云 る。十五歳からはこれも藩 規則に従い、日新館において弓馬槍刀の武術を学んだ。同じ頃、高津平蔵に師事して作詩を学ぶことになったが、入門早々彼が作詩した習作を高津に見せたところ、まだ早 と突き返されたというエピソードが伝えられている。詩文の製作が純粋な芸術として評価されるのではなく、制度として形式を重んじることになっていた弊害を如実に示しているとい よう。
尚書塾は、素読中心で、入門期の四等から三等、二等、一等と課程
を順に進級してゆく。必ずしも在籍年次・年齢には関係なく 修了認定されれば先に進むことが出来た その上に 、さら 、会津藩において大学校と称され いた講釈所があり、こ では日々儒者から親しく教えを受けることができた。講釈所に 下等、中等 上等 差がり、中等、上等は江戸に出 学び、得業と認め れれば邸学で受験する。上級に進学でき かどうかは、学問の成績如何 り、見所があると認められれば、家格に拘わらず らに上級の学校に進学することが出来た。悌次郎は学才を認められて講釈所に進学、天保十三年（一八四二）四月、藩の給費生として初めて江戸に出て、江戸藩邸の成章館において藩儒牧原只次郎から親しく経術を学ぶこと なった。時に悌次郎十九歳、ここで彼は 激動のるつぼ江戸においてこれまで
とは全く異なる世界と向き合うことになった。四
この年七月二十四日、幕府は異国船打払令を改め、薪水食料の給付
を許可している。世界に目を転じると、一八四〇年（天保十一年）に勃発したアヘン戦争がこの年終わり、清とイギリスとの間に、香港割譲など 定めた南京条約の調印されたのがちょうどこの頃のことである。 （条約締結は、太陽暦八月。和暦に換算すると、八月は、六月二十五日から七月二十六日まで。 ）鎖国 堅持しよ とする幕府 政策に破綻が見え始め、海防に対する関心が高ま 対外関係の枠組みをどうするのか、議論が沸騰しているまっただ中に彼はやってきたのである。
十月、彼は番町三丁目谷にあった麹渓書院に入学、そこで
悌次郎は
学僕としてひたすら儒学の研鑽に励むことにな 。麹渓書院は、服部栗斎が、宋学教授のために開いた学塾で、服部栗斎、桜田周助（虎門）と続き、この頃には幕府教授所附儒官愼斎松平欽次郎が院長として、崎門学を授けていた 時代の変化とは全く関係な 、確乎たる儒学の体系の教授が行われていたので る。
この時代、書生たちは、儒者同士の人的ネットワークを利用して、














部屋は八畳と六畳に分かれていた。八畳の間には三人、六畳の間 は二人が入った。北寮には食堂、会堂、厨房、浴室があり、食堂は輪講、解読の会場にも用い れた。書生寮は自治制で、学業に秀で徳望があって在寮期間の長い年長者が舎長に任命さ 事務 取り仕切り、北寮の六畳一間に独居することが出来た。舎長を補助する助勤（助役とも） 二名 別に経義掛、詩文掛 お た。舎長には五人扶持、助謹には三人扶持が給された。炊事夫 二人お 、生活費 寮生 当番制で記帳して月末に決算することになってい 課業は定例の儒官







黌に入黌している。以下彼の著になる『在臆話記』 記事を見てみよう。 （ 『在臆話記』第二集巻八。 ）
吾入寮ノ時、長坂常次郎後ニ小笠原午橋舎長、一柳健之助、秋月悌次郎助勤、羽峯、成斎詩文掛タリ。一柳退寮、順ナレバ羽峯助勤ナルニ、羽峯、長坂、秋月、皆会藩ナレバ、成斎超任。
岡の入黌時の舎長は、長坂常次郎（会津藩・後の小笠原午橋） 、秋
月悌次郎は一柳健之助（小松藩）と共に助勤であり、詩文掛に南摩羽峯（会津藩） 、重野成斎 薩摩 が た その後、一柳が退黌した時、順番では南摩羽峯が助謹になるはず っ が、長坂 秋月、南摩いずれも会津藩出身だったため、重野が南摩を超えて助謹に任じられ
― 239 ―




秋月韋軒、其学（筆者注、崎門学のこと。 ）ヲ熱信、会日ニハ必通学、経書会ハ四書ノ一字一句、甲是乙非、瑣末ノ字義ヲ講究スルヲ学問ト為ス。此時ニ芸藩ノ金子某ト云フ経学家、芸邸ニ勤番、会日ニハ重野ヤ秋月ヤ森衣関ヤ四五人ニテ霞関マデ通学、其著四書択言ト云フヲ借写ス。四書ニハ各家ノ末疏アリ 会津 安部井襲ノ四書輯疏新刻、諸人、会藩人ニ嘱シテ購求、毎会、文義ノ難問紛出、議論 為リ、ソノ能ク弁晰明了トナルヲ学問ノ本業ト心得。余ハ藩三回ノ落第ニ懲リ、四書ヲ手ニセザルコ ヽ為シ、在寮間、経会ニ列セシ事ナシ。唯、助勤ト為ル以上 一会ハ会頭セネバナラヌ例ナレバ、孟子講会ニ列セシノミ。
  
これは、岡千仭が助謹になった時のことをも踏まえて書かれている





























































人ヲ来訪、衆ト闘ハス。此人革具足製造方ヲ伝フ 聞キ 韋軒、書生不似合ノ黄白ヲ投ジ、円阿弥ニ製作 頼ミ、如何ニモ薩 尚武国ニ伝ハル世間無類ノ堅牢美麗ナル新 甲冑ヲ舎長寮ニ飾在寮満員ヲ会集、茶菓ヲ供シ、時節柄、武備談ナリ。此 尚武ノ
― 237 ―













給されるということが如何に大きな意味を持つかが分かる。仙台藩では番士の一般的な俸給が四人扶持である。ところが、昌平黌では、助謹に三人扶持、舎長には五人扶持が給される。藩からの奨学金で苦学している諸生身分の学生は、昌平黌を退寮すれば、親がかり兄が りで生計のめどの立たない一介の居候でしかない。そういう境遇の中で前後四、 五年の間三人扶持ないし五人扶持 得てい となると、それは「富貴をひとりじめに」するものだと岡はいう。刻苦精励の結果評価されてその役職に抜擢され だから 誰にも文句を言われる筋合いはない。ところが、そういう境遇が数年 間続くと、いつの間にか同輩・後輩からのねたみ・やっかみ、痛く ない腹を探られての誹謗中傷の的にされるということである。
韋軒は、会津出身で粗衣粗食
（悪衣菲食）清廉潔白、倹約を本領としていたが、役料を支給されるようになってからは、加賀藩が出版した『欽定四経』 、水戸の儒官の新著を始め座右に買い求めた書物 うず かく積み上げた。貧しい書生には出来ないことで、こ が如何にも得意そうに見えた である。
助勤時代から舎長時代にかけての数年間の悌次郎が、周辺から
どのよう 見られて たの その辺り 事情を、岡千仭は細かに伝えている。十一
この時代は、外圧が厳しくなって自衛のための武備が大流行してい
た。薩摩藩は古来革製の具足が有名だった。当時薩摩藩邸に茶坊主円阿弥大山格之助（大山綱良。後に鹿児島県令となり 西郷軍 荷















かり、重野に先を越された南摩は、悌次郎が舎長に任命され儒者としての栄達の道がほぼ途絶えた め、方向を変えて洋学 転じた。 （彼は、八月十二日に退寮している。 綱紀は、安政四年日新館内に洋学部門が設けられると、蘭語担当の蘭学所教授としてなっている。同じ時採用された人に、山本覚馬がいる。 ）寮生の間には、自分たちの将来に関するこうしたわだかまりが、陰に陽に渦巻いていたのである。十二
この辺りの事情については、岡千仭自身が自分の経験を記している





















































賞し、官版五部を賜う。 」とあり、安政三年、新潟紀行から戻っ しばらくして退寮したということかと思われる。森銑三 「秋月韋軒」は、退寮を安政四年のこととしている。 （ただし、森銑三は『松本奎堂』では、安 四 奎堂が、秋月悌次郎以後 葛西処一 続徳太郎の後を受けて舎長となったとしており、これ 悌次郎の退寮は安政三
年のことかと思われる。 ）この辺りが判然としないこと自体、彼の修行の在り方を暗示していると云えそうである。先にも記したように、昌平黌には、一定のレベルまで達したが故に「卒業」させる い 概念がもともとなかった。藩で定められた留学年限がある場合にはそれに従い、それがない場合には願い出て許可されれば延長が可能というシステムだったから、何時までもそこに留まるということが起こるわけで、悌次郎に向かって され 貼り紙の意味も分かるのである。
こうした彼の歩みを、彼の周りにいた人達はどう見ていたか。岡千
仭の証言を見てみよう。






れない。だがそれは違うと岡はいう。彼は宋学を熱烈に信じる苦学生で、努力の人である。問題を処理する際は情理兼ね備えた裁定をし、後輩や新進を援助する。中に彼のことを上の人にへつらいこびる厭な奴、陰険 男などというものもいるが、彼は自分の意見を整然と述べて相手を説得、断固たる態度で事態に対処する。千仭はこう述べた後で、以後の彼の働きについて、桜田門外の変の折り水戸藩 使者に立った時のこと以下 蝦夷に左遷された時 呼び戻されて事態 打開に奔走したこと、若松籠城の際には降伏の使者 立ち 開城にこぎつけたことなど、奥羽連盟結成に到る事態の中 、小笠原午橋も南摩羽峯も彼のような働きは何もしていないと断定 彼を高く評価している。そうして彼はいう。自分は四十年来 親友 悌次郎が彼肩をたたいて、 「岡君よ たち奥羽地方出身者は 上方の人間と比べてなんだかほこりっぽくて垢抜けしないところがあるよなあ 」と、こういっ 。悌次郎が、生きてゆく上で辛酸艱難 嘗め尽くした人間だからこその一言で、本当にそのとおりだと自分は思う。彼はこう話を結んでいる。後年の悌次郎の軌跡を要約 た上での人物評るが、書生時代の悌次郎を彷彿とさせることばであるといえるだろう。十五
藩政における儒学者の役目は単純化していえば、藩主の施政に対し
て助言するという点にある。悌次郎には、自らが国 形を考える 言い換えれば志士 して今いる世界を飛び出すという発想 かった。「治世の能臣」であることこそが彼の目指した人生だったといってよい。儒学にこだわる限り彼には、藩に働きかけ、藩からの要請を待つ以外に自分を活かす方法はない。だから退寮した後彼に次なる生計の道があったわけではない。 の残した足跡を見ると、
安政六年
（一八五九）二月、彼は、安政四年一月下旬より学んだ華岡流整骨術






















き志士と交わり、文久三 仙台に戻り慶応二年養賢堂指南役に抜擢された。戊辰戦争の際 は奥羽列藩同盟 反対して一時期投獄されていた。明治三（一八七〇）年大学助教となり東京へ出る。その後東京府学教授、修史館出仕などを歴任し、明治十三 官を辞し私塾綏猷堂で教育と著述に専念した。大正三年（一九一四）歿
　　　　　　　　　　　　　　　　
この項了
　　　　　　　　　　　　　　　　
二〇一四年五月二十一日
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